
連絡員総数 40 名

業界の景気動向（前年同月比） 回答数 40 名 （ 100％）

資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界景況
（臨時・パートを含む）

増 不 減 増 不 減 上 不 悪 好 不 悪 好 不 悪 好 不 悪 上 不 悪 増 不 減 好 不 悪

加 変 少 加 変 少 昇 変 化 転 変 化 転 変 化 転 変 化 昇 変 化 加 変 少 転 変 化

食 料 品 4 4 1 3 4 3 1 3 1 4 4 3 1

繊 維 工 業 1 1 1 1 2 2 1 2 1 2 1 2 1 1 1 1 3 1 2

製 木 材 ・ 木 製 品 1 1 1 1 1 1 1 1 1

紙 ･ 紙 加 工 品 2 2 2 2 1 1 2 2 2 2

印 刷 1 1 1 1 1 1 1 1 1

化 学 ・ ゴ ム

造 窯業・土石製品 1 2 2 1 3 3 3 3 1 1 1 1 2 3

鉄 鋼 ・ 金 属 1 1 1 1 1 1 1 1 1

一 般 機 器 1 1 1 1 2 3 3 1 2 3 3 3 1 2

電 気 機 器 1 1 1 1 1 1 1 1 1

業 輸 送 機 器 1 1 1 1 1 1 1 1 1

そ の 他

小    計 3 10 7 3 16 1 1 16 3 17 3 1 13 6 16 4 2 13 5 1 19 12 8

卸 売 業 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1

小 売 業 4 2 6 2 3 1 5 1 3 3 5 1 6 5 1

非 商 店 街 1 1 1 1 1 1 1 1

製 サ ー ビ ス 業 1 2 2 1 4 5 3 2 3 2 1 4 4 1

造 建 設 業 2 2 4 4 3 1 4 4 3 1

業 運 輸 業 1 1 1 1 1 1 1

そ の 他 1 1 1 1 1 1 1

小    計 1 11 8 9 4 14 2 19 1 13 7 17 3 1 19 16 4

4 2115 3 25 1 5 30 5 36 4 1 2613 33 7 2 13 5 2 38 2812合         計

情 報 連 絡 員 報 告 総 括 表（平成２８年４月分） 

三重県中小企業団体中央会

売上高　 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況



三重県中小企業団体中央会

連絡員総数 40名

27/4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 28/1月 2月 3月 4月 増減

売上高 -17.5 -15.0 -20.0 -15.0 -12.5 -25.0 5.0 -17.5 -20.0 -17.5 -25.0 -12.5 -27.5 -15.0

販売価格 7.5 10.0 10.0 15.0 7.5 2.5 5.0 12.5 10.0 -5.0 10.0 10.0 0.0 -10.0

取引条件 -15.0 -15.0 -17.5 -12.5 -12.5 -20.0 -7.5 -7.5 -10.0 -7.5 -2.5 -7.5 -10.0 -2.5

収益状況 -42.5 -37.5 -30.0 -25.0 -25.0 -27.5 -17.5 -22.5 -25.0 -20.0 -12.5 -25.0 -30.0 -5.0

資金繰り -20.0 -17.5 -15.0 -17.5 -15.0 -22.5 -15.0 -15.0 -17.5 -20.0 -17.5 -17.5 -17.5 0.0

設備操業度 -20.0 -25.0 -25.0 -10.0 -35.0 -25.0 -30.0 -35.0 -15.0 -35.0 -15.0 -20.0 -15.0 5.0

雇用人員 -15.0 -5.0 -5.0 0.0 2.5 -5.0 -2.5 -2.5 -7.5 -5.0 2.5 -2.5 5.0 7.5

業界景況 -32.5 -30.0 -32.5 -25.0 -25.0 -37.5 -27.5 -30.0 -37.5 -22.5 -17.5 -30.0 -30.0 0.0

(注１）  「ＤＩ」はディフェージョン・インデックスの略で「増加」・「好転」したとする

企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値である。

最近の主要指標の前年同月比ＤＩの推移

（平成２７年４月～平成２８年４月）
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最近の主要指標の前年同月比DIの推移

売上高 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界景況



集計上の分類業種 具体的な業種 組合及び組合員の業況等（景況の変化とその原因・現状等、企業経営・業界での問題点）

繊維工業 テントシート
人員不足のために組合員事業所が一社廃業となった。国の政策、施策が中小零細事業所まで行渡ら
ない。経営は厳しい状況である。

 
非
製
造
業

小売業

青果

古紙

鉄鋼・金属

一般機器

鍍金

自転車

鳥羽

印刷
例年通り年度末の繁忙期から一転、需要が大幅に減少。夏場の閑散期までに需要を確保するための
価格競争が激しく、非常に厳しい状況である。

前半、天候が安定せず、入荷は少なく、ニンジン、大根、ジャガイモは品薄で高値。トマト、レタ
ス、キューリはお値打ち。新玉葱も安値、タケノコも順調に入荷、値下がり傾向。後半、キャベツ
は年間で少ない時期に雨が重なり、入荷不安定で高値。地震のため入荷状況が不透明な九州産の野
菜、イチゴは高値が続いていたが、昨年並みに落ち着く。柑橘類は全般に量が少なく、高い。熊本
産西瓜は地震の影響で不安定。リンゴは貯蔵用に切り替わり高い。

輸送機器

四日市

27年度は、原材料の共同購買は、減少（量、額）となった。調味料は値上げのため増額。醤油の出
荷量（県産）は、対前年比93.1％、味噌の出荷量は99.3％となった。PR事業では、4月は伊勢志摩
フェアで「三重しょう街道」を越谷、東員、伊丹にて実施した。5月は20日～23日まで岡山で実施す
る。

イオンの全国店で4月、5月に伊勢志摩フェアが開催され、業界を上げて取り組んだ。全体の売上
ベースで2,000万ほどの売上があり、3万パックの販売数量があった。今後の伊勢うどんを知って頂
けるチャンスとなった。

原油安により燃料費（ガソリン代、ボイラーの灯油代）はかなり安くなっており追い風であるが、
原油高の時期に値上がりした包装資材は原油安の現在でも高値で据え置かれたままである。

4月期の仕入れ量は、前年比：段ボール・約98±4％、新聞、チラシ・約95±3％、雑誌、雑紙、その
他・合わせて約96±6％の中での推移と思われる。前年比にすると段ボールは前年の落ち込みと暑さ
等で集荷が戻った感があり、新聞は激減、雑誌は雑紙を合わせて前年以上のところがあり、合計を
見ると入荷状況は100％以上の組合員が出てきたように思われる。人口減少と少子高齢化となり、急
激な景気の上昇は見込めないように思われる。桑名でもジュニアサミットがあったが、桑名市の理
事長企業は、前年同月比ではマイナスになる見込みである。現在、輸入品の果物等の段ボールケー
スにロウ引き（ろうを引いて防水すること）があるものがあり、リサイクルをすると製品にシミが
出来て商品にならないという事例が多発している。また、回収方法の多様化や持去り行為等の問題
もあり、今の経営環境は決して良いとは言えない。自由とは厳しいもので当業界の生存は先々大変
厳しいように思える。

4月は、伝統産業会館では、入館者及び売上とも大きく落ち込んだ。その原因として、27年度が好調
過ぎ、入館者売上が大きく伸びた反動が来たと考えられる。一方、伊賀・信楽古陶館では、天候に
比較的恵まれたこともあり、入館者、売上とも昨年を上回った。

特に変化はないが、景況感は悪化しつつある。

輸送用機械器具生産量は、安定してきたところである。熊本地震によるメーカーの生産停止の影響
を受けて、若干減少となった。

電気機器

印刷

窯業・土石製品

情報連絡一覧票　　（三重県中小企業団体中央会・平成２８年４月分）

全国展開している大手メーカーは、熊本地震の影響により、飲料関係の段ボールケースの増産が
あった。県内メーカーは、伊勢志摩サミットの開催も近づき、具体的な品名は不明だが、少しモノ
が動いているように感じる。

紙器段ボール

醤油味噌

製麺

紙・紙加工品

豆腐

伊賀焼

　
製
造
業

食料品

鈴鹿

熊本大地震の影響により、熊本県内にある大手自動車メーカーの二輪車工場向け部品の出荷が止
まったが、5月中旬から段階的に生産を再開する模様。関連会社でも稼働停止は工場への被害そのも
のよりも被災した従業員が出勤できないことによる影響が大きいとの声が多かった。一方で、地震
とは関係なく、同じメーカーの鈴鹿市内の工場では軽自動車の生産調整のための4日間の休業もあ
り、4月の売上高は低迷してしまった。

春需も過ぎ、新学期が始まると同様に各ショップとも商品及び修理が皆無という状況である。組合
事業として、20日以後、一部メーカーの2016年モデルの一般車の中から、仕様を考慮した需要が見
込める車種を選定し、日商連組合推奨車として、組合員しか仕入することが出来ない商品を斡旋し
た。今後、少しでも店の売上アップにつながることを期待している。一部の店からは、リサイク
ル、中古車を求められることが多いとの情報が寄せられている。

当業界全体の生産量としては、3月と比べ若干減少した。組合全体でも同様の傾向にある。三重県の
組合員は自動車関連が多い為、4月以降は更に減少する見込みであり、5月以降の回復が期待されて
いる。半導体関連は決算調整で若干減少したが、大きな落ち込みはなかった。好調さは6月くらいま
で続くと予想される。

新しい期に入ったが、発注、受注共に非常に悪く、危機感のあった4年前の状態に戻っている。

鈴鹿



運輸業 トラック 輸送需要が減少、内需に停滞感が見られる。

集計上の分類業種 具体的な業種 行政庁・中央会に対する要望事項、または関心のある事項、意見等

サービス業 旅館
関係機関は、引き続き風評対策への配慮、発信をお願いしたい。5月21日より始まる交通規制による
物流の混乱が発生し、警備関係者等の宿泊に支障が出ないよう配慮してもらいたい。

サービス業

商店街

石油

運輸業 トラック

行政庁・中央会に対する要望事項

一般機器

金融緩和等、内需拡大に向けた対策を望む。

伊勢

政府は対策を打っているというが、中小企業には実感がない。

毎月第4日曜に開催している朝市イベント「熊野いこらい市」に今月は約30業者の出店があり、賑
わった。出店数はある程度固定化されてきているが、市内の新規事業者からの出店が現在あまり見
込まれておらず、今後は市内の業者への呼びかけ等が必要かと感じる。

警備
例年であると、3月にて公共工事が終了し、受注減少となるが、今年はサミット開催のための工事が
あり、4月も好調であった。

伊勢志摩地区に限ることだが、交通規制の影響か経済活動が少し損なわれているようである。サ
ミット会場を見に来る観光客は多々見られる。サミット終了後に経済等が大きく動いてくれること
を望む。

旅館

ストレスチェック、女性活躍推進法、労働契約法対応、企業型DCへの対応等、今後、対応していか
なければならないことが多く、中小企業では、限られた人員で多大な労力を要する。そのため、タ
イムリーな情報提供やアドバイスを願う。

4月は年度初めということもあり、特に大きな動きは見られなかった。5月には、サミットも控えて
いるので、今後は影響を受ける可能性がある。

熊野

スポーツ用品

家電

食料品

内装工事業

小売業

建設業

その他非製造業

製麺

4月の燃料油販売数量については、前年対比4％前後の減販である。原油価格についても、値上げ傾
向にあり、市場販売価格の低迷と原油価格上昇の影響において収益も厳しい状況であったが、油外
商品及び車両整備点検において収益確保を行った。4月14日、16日に熊本市において地震が起こり、
市内の約110万戸の内、約48万戸が停電に見舞われたが、本震から1週間以内に電力復旧となった。
地域での発電車への継続的な軽油供給の配送を行った。給油所と油槽所が大きな役割を果たしたと
思われる。

名張市の固定資産税の増税により、売土地が増加し、これにより土地価格が下落している。

年度の切替ということで、売上高は減少傾向となった。前年同月比でもやや減少となり、今年度の
スタートとしては、不安な立ち上がりであった。

今回の伊勢志摩サミットでは、様々な角度から伊勢うどんを知って頂けるチャンスがある。今後の
業界の対応並びに商品のレベルアップに努めていく。

 
非
製
造
業

今月の初旬は、春休みの終盤でもあり、例年は活況を呈する時期であるが、低調であった。中旬か
ら下旬にかけては例年GW前の出控えで閑散としているが、今年も同様であった。下旬はGWの始まり
の週であったが、例年より低調であった。4月全般では、前年同月の実績を大きく割っていた。5月
に入ってからのGWは、サミット風評対策の効果が少し出たのか間際の予約があった。

四日市

水道工事業
（四日市）

不動産業

4月度は、各地区でメーカー主催の合同展示会が開催された。販売は前年をややクリアしている。商
品別では、エアコン・冷蔵庫等が好調に推移、実演を交えた家事商品は好調であるが、テレビ等の
映像関連商品は苦戦している。お店の販売は、リフォームや大型案件の獲得に左右されるため前年
の販売を死守するためには、今後も継続して大型案件の獲得に向けた取り組みが重要である。


